
45 広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

特集　地域活力に溢れた南丹市を目指して

南丹市予算を家計にたとえてみました
　南丹市の平成２３年度予算一般会計の歳入（収入）・歳出（支出）を５００万円の家計にたとえる
と、給与収入が約９９万円になります。この収入だけでは家族全員の生計が成り立たないので、親（国
や府など）から大きな援助を受けていますが、給与、副収入、親からの援助とも減少しています。反対
に預貯金の取り崩し、金融機関からの借り入れは増加し、厳しい家計状況です。
　支出では、食費（人件費）を切り詰めながら、できるだけ無駄をなくして、今あるものを有効に活用し
ていく一方、家の増改築（事業費）も行い、生活環境を向上させる努力もしていきます。
　この厳しい家計の状況を改善していくためには、家族全員の理解と協力が必要です。南丹市の将来
のため、知恵を出し合い、助け合いながら、快適な暮らしを築いていきましょう。
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業
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催
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催
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②
）。

　
ま
た
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象

に
、
医
師
を
講
師
に
迎
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▲昨年度開催した適切な救急医療受診に関する講座

防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
子
育
て
広
場
を

充
実
さ
せ
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安
の

解
消
を
図
り
ま
す（
③
・
④
）。

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
要
補
強
と
判
定

さ
れ
た
八
木
東
幼
児
学
園
の
保
育
室
棟

お
よ
び
遊
戯
室
棟
の
耐
震
化
工
事
、
胡

麻
保
育
所
の
空
調
機
器
増
設
な
ど
、
保

育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す（
⑤
）。

　
　
　育

　
早
期
実
施
の
要
望
が
多
い
中
学
校
給

食
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
学
校
へ
の
配

膳
室
の
設
置
、
給
食
調
理
場
の
改
修
な

ど
の
設
計
を
行
い
ま
す（
⑥
・
⑦
）。

　
す
べ
て
の
学
力
の
基
礎
と
な
る
「
こ

と
ば
の
力
」
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導

員
や
、
国
語
の
読
書
力
、
算
数
・
数
学

の
読
解
力
を
育
成
す
る
た
め
の
支
援
員

を
配
置
し
、
小
中
学
生
の
学
力
の
充
実

を
図
り
ま
す（
⑧
・
⑨
）。

　
ま
た
、
小
中
学
校
の
自
主
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
教
育
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
学
校
提
案
型
事
業
を
実
施
し
ま

す（
⑩
・
⑪
）。

　
施
設
面
の
整
備
と
し
て
、
富
本
小
学

校
の
校
舎
、
富
本
・
新
庄
・
吉
富
の
３

小
学
校
の
体
育
館
耐
震
改
修
に
向
け
た

設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。
老
朽
化
の
激

し
い
美
山
中
学
校
特
別
管
理
教
室
棟

は
、
来
年
度
の
完
成
に
向
け
、
改
築
工

事
を
実
施
し
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
安

心
の
確
保
を
図
り
ま
す（
⑫
・
⑬
）。
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高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
拡
大
す
る

介
護
サ
ー
ビ
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応
す
る
た

め
、
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
（
１
・
２

級
課
程
）
を
終
了
し
、
市
内
の
介
護
事

業
所
な
ど
に
勤
務
さ
れ
る
市
民
に
対

し
、
資
格
取
得
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す（
⑭
）。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
高
齢
者
福
祉
施

策
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
市
内
の
社
会
福

祉
法
人
が
整
備
す
る
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
な
ど
に
補
助
金
を
交
付

し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
環
境
整
備
を
図
り
ま
す（
⑮
）。 ▲美山中学校特別管理教室棟
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